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ごあいさつ
奈良県総合医療センターは県庁所在地である奈良市に位置する奈良県の基幹病院

として、当初は 1964
年に設立され、県立奈良病院の時代を経て、2014
年からは地方

独立行政法人奈良県立病院機構奈良県総合医療センターとなりました。2018 年に

新築された高機能で快適な空間を有する新病院は、最新の医療機器を備えており、

高度医療に対応すべく、各領域の高い技量を備えた医師、ならびに医療スタッフが

診療に従事しております。皆さまの信頼を得て、県内外より毎日たくさんの患者さんに

訪れていただいており、高難度手術、がん治療を含む高度医療に加え、救急医療、

周産期医療、小児医療等、幅広い役割を担っております。

当センターが大切にしていることは、都会の大病院に行かずとも、この奈良の地で

その時々における最高の治療を県民の皆さまが受けられるよう高い診療レベルを維持し、患者さんに選ばれる病院で

あり続けることです。高い診療レベルを維持することはどんな状況であっても譲ることのできない当センターの方針

です。最も大切な目標は患者さんとそのご家族により良い医療を提供して満足していただくことであり、職員の一人

一人がその意識で医療に取り組んで参ります。その結果として県民の皆さまに民意として当センターの存在意義を

感じていただき、そのお気持ちが当センターを支えてくれるものと信じております。

自身も院長として全てのことに全力で取り組むとともに、これからも外科医として現場に立ち続け、他のすべての

職員とともに県民の大切な命を守るために力を尽くして参ります。どうぞよろしくお願い致します。
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７つの柱地域医療を支える

救急医療の
充実

周産期医療の
充実

専門的な質の高い
がん医療の提供

急性期医療の充実

集中治療部門の強化

糖尿病や高血圧症等の

高リスク妊婦に対応した

周産期医療の充実

高度放射線治療装置の設置

化学療法室の拡充

１.

３.２.

4.小児医療 5.糖尿病治療 6.精神医療 7.災害医療

小児救急

受け入れ体制の充実

急性合併症、

急性増悪時治療の充実 精神病床の設置

災害時においても

病院機能を維持する

災害に強い病院

■沿革

前身である奈良県立医科大学附属奈良病院の診療開始

奈良県立奈良病院での外来診療を開始

救命救急センター棟竣工

周産期医療センター開設

災害拠点病院（北和保健医療圏の地域災害医療センター）に指定される

へき地医療拠点病院に指定される

周産期母子医療センター、医療安全推進室、感染対策室、相談支援室開設

地域医療支援病院に承認される

地方独立行政法人奈良県立病院機構　奈良県総合医療センターとなる

奈良市七条西町において新奈良県総合医療センターの起工式を挙行

新奈良県総合医療センター移転開院／ドクターヘリ受入開始

ISO9001認証取得

DPC特定病院群認定

新型コロナウイルス感染症重点医療機関に指定される

ISO15189認証取得（臨床検査室）

■許可病床数  524床

　2026.11.1 現在／運用病床数 498床（ICU 10床、HCU 30床、NICU・GCU 24床、SCU  9床）

■医師数

　2026.11.1 現在／常勤医師253人（研修医含む）

■土地及び建物の概要／

　S造   一部SRC造及びRC造  基礎免震構造

　建築面積 14,114.46㎡  延床面積 67,791.97㎡  駐車場  540台

■看護基準／7：1
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1982年  9月20日

1995年12月20日

1996年11月28日

2003年  4月  1日

2010年  4月  1日

2012年  8月10日

2014年  4月  1日

2015年  5月  9日

2018年  5月  1日

2019年  4月  8日

2020年  4月  1日

2020年  4月  9日

2024年12月20日



１階エントランスは、３層吹き抜けのガラスウォールから、自然光を取り入れた広く開放的な空間になっています。エントラ

ンス奥には、総合受付と会計窓口があり、エントランスのエスカレーターを２階に上ると、広々とした中央ホールを挟んで、

両側に外来エリアが並んでいます。２階からエレベーターで３階に上がると２階と同じくブロックごとに広く落ち着いた

待合のある外来エリアが広がっています。新センターから導入した患者呼出機により、患者さんは呼出があるまで

は、中央ホール、コンビニ、カフェなど院内の好きな場所で待つことが可能です。

開放的で広い外来エリア

外来エリア

患者呼出機 到着確認機

再来受付自動発行機

外来待合スペース

１F　総合受付

医療費自動精算機



4床室

各病室にトイレ、洗面台、シャワーを設置

特別個室

個室

床頭台（ダイヤルで棚の施錠可能）

デイコーナー

緑に囲まれた建物は、病室を全室南向きに配置し、あふれる自然光と美しい眺望が開け、やすらぎのある療養環境を

創り出しています。病室は主に４床室と個室からなり、４床室は広いスペースを確保し、個室の数も増室しました。ベッド

サイドには、ＴＶ、ダイヤルで施錠可能な床頭台を設置しています。病棟の中央にはスタッフステーションが位置しており、

壁のないオープンスペースのため、病室との距離も短く入院患者はその家族が接しやすくなっています。各病棟フロア

中央には、広く開放的なデイコーナーを設置しており、窓からは大和郡山市内が一望でき、眼下には緑地広場が広がって

います。

全室南向きの明るい病室

病棟



地域医療連携について

がん相談支援センター

地域の医療機関･施設と連携し、患者さんの受診や入退院に関する支援、調整を行います

地域医療連携室は、「当院と地域の医療機関・施設をつなぐ」

重要な役割を担っています。かかりつけ医や病院と相互に連携し、

急性期の医療を必要とする患者さんの受け入れを調整します。

入院中の患者さんが当院の治療を終了し、さらに継続して療養が

必要な場合には転院調整を行います。行政や保健医療サービス、

福祉サービスとの連携が必要と判断した場合には、情報提供を

含めた支援を行うなど、切れ目のない医療提供を行っています。

当院に入院、通院されている患者さん、ご家族が安心して医療・

看護が受けられるよう、専門職スタッフおよび地域の医療・保健・

福祉などの各機関と協働・連携を取りながら、相談や支援を

させていただきます。

がんに関する迷いや悩みを私たちにご相談ください

がん患者さんご本人、ご家族、そして支えるすべての方へ。
ご相談は無料。匿名でも大丈夫。専門のスタッフがあなたの「話したい」
 気持ちに寄り添います。まずはお気軽にご連絡ください。

①面談・電話の個別相談　②お金と仕事 社会保険労務士相談会
③治療しながら転職・就職  ハローワーク出張相談会
④外見ケア　⑤がん患者サロン  がん患者とご家族の語り合いの場

がんに関することならどんな相談でもかまいません。 
相談内容の秘密は厳守いたします。

地域医療連携について

　　場所：１階 　がん相談支援センター／３階　がんサロン　※詳細はお問い合わせください

受付方法：①直接来院　②電話　③病院ホームページ面談予約専用フォーム　 ※予約優先

　　　　　※３階　がんサロンへは直接お越しいただけます

場所：３階　がんサロン
日時：偶数月　第３火曜日　13時～14時半

がん患者サロン「くつろぎ」

予約専用フォーム➤



1F　コンビニ・カフェ

屋上庭園 屋上へリポート

手術支援ロボット　ダヴィンチXi

2F　中央ホール



〈大阪方面から〉

　・第二阪奈有料道路中町ランプ下り出口右折（有料道路を利用される場合）

　・阪奈道路三碓ICから県道７号線（枚方大和郡山線）ハモイケ橋東詰交差点を左折

〈学園前方面から〉

　・県道７号線（枚方大和郡山線）ハモイケ橋東詰交差点を左折

〈奈良方面から〉

　・国道24号西九条町南交差点から県道７号線（枚方大和郡山線）城町中交差点を右折

〈郡山方面、国道25号線から〉

　・国道25号今国府町交差点から都市計画道路大和中央道（大和郡山環状線）を北進

・近鉄学園前駅～　所要時間25分

・近鉄西ノ京駅～　所要時間15分

・近鉄郡山駅　～　所要時間10分

・近鉄奈良駅　～　所要時間35分

・ＪＲ奈良駅　～　所要時間30分　

車で来られる方へ バスで来られる方へ

〒630-8581　奈良市七条西町2丁目897--5

http://www.nara-hp.jp/

月曜日～金曜日（土､日､祝祭日､年末年始を除く）

午前8時30分～午前11時00分

TEL0742-46-6001

webサイト Googleストリートビュー YouTube
受付時間

診療受付日
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	含めた支援を行うなど、切れ目のない医療提供を行っています。
	当院に入院、通院されている患者さん、ご家族が安心して医療・
	看護が受けられるよう、専門職スタッフおよび地域の医療・保健・
	福祉などの各機関と協働・連携を取りながら、相談や支援を
	させていただきます。


	がん相談支援センター
	がんに関する迷いや悩みを私たちにご相談ください
	がん患者さんご本人、ご家族、そして支えるすべての方へ。
	ご相談は無料。匿名でも大丈夫。専門のスタッフがあなたの「話したい」
	気持ちに寄り添います。まずはお気軽にご連絡ください。
	①面談・電話の個別相談　②お金と仕事 社会保険労務士相談会
	③治療しながら転職・就職  ハローワーク出張相談会
	④外見ケア　⑤がん患者サロン  がん患者とご家族の語り合いの場
	がんに関することならどんな相談でもかまいません。
	相談内容の秘密は厳守いたします。
	がん患者サロン「くつろぎ」



	2F　中央ホール
	1F　コンビニ・カフェ
	車で来られる方へ
	　・阪奈道路三碓ICから県道７号線（枚方大和郡山線）ハモイケ橋東詰交差点を左折

	バスで来られる方へ
	・ＪＲ奈良駅　～　所要時間30分　

	TEL

	0742-46-6001
	〒630-8581　奈良市七条西町2丁目897--5
	http://www.nara-hp.jp/
	診療受付日

	月曜日～金曜日（土､日､祝祭日､年末年始を除く）
	受付時間

	午前8時30分～午前11時00分


